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研究成果の概要（和文）：①国際的研究中心の形成のため、国際活動支援センター拠点である名古屋大学ITbMお
よび横浜市大木原生物学研究所を中心に、米国・UC Davisやスイス・チューリッヒ大など海外研究拠点をはじめ
とした世界中から、200名を超える多くの研究者・学生を招聘した。②若手研究者派遣については、北米・欧州
拠点を中心に、若手研究者および学生を派遣し、多くの国際共著論文につながった。③国際的ビジビリティー強
化を高める情報発信戦略として、日本で初めてとなる国際植物生殖会議や実験を伴うEMBO Practical Courseを
開催し、3つの特集号で多くのオープンアクセス論文を発表した。

研究成果の概要（英文）：(1) To form an international research core, we invited more than 200 
researchers and students from all over the world, including those from partner overseas research 
centers such as UC Davis in the U.S. and the University of Zurich in Switzerland, mainly to ITbM at 
Nagoya University and the Kihara Institute of Biological Sciences at Yokohama City University. (2) 
Dispatch of young researchers and students, mainly to North American and European research centers, 
led to a number of international coauthored papers. (3) As an information dissemination strategy to 
enhance international visibility, we held Japan's first International Conference on Sexual Plant 
Reproduction and EMBO Practical Course with experiments, and published many open-access papers in 
three special issues.

研究分野： 分子細胞生物学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ブレークスルーテクノロジーによる異分野融合研究を展開し、植物の生殖過程を制御する「鍵と鍵穴」について
分子・原子構造レベルで解明を進めることができた。その上で効率的な多くの海外研究者及び学生の招聘（多く
は旅費を負担せず）、日本発となる重要な国際会議の開催、多くの特集号の発刊など、国際活動支援予算を有効
活用したことで、我が国のプレゼンス（国際的ビジビリティー）と求心力を飛躍的に向上させ、国際的研究中心
を構築することができた。社会的にも、領域代表を中心としたメンバーによる合計131回の国際会議での基調講
演・招待講演や、合計91回の海外メディアでの発表により、大きなインパクトを与えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本領域は植物の新種誕生原理を探求するものであり、植物生理学、分子生物学、遺伝育種

学分野など多くの学術分野にわたる研究者が領域の中心を担っている。その基盤をなす我
が国における植物生殖研究の歴史は古く、1896 年の平瀬作五郎博士による裸子植物イチョ
ウ精子の発見、1931 年の木原均博士によるコムギを材料としたゲノム説の提唱などに始ま
り、連綿と継承された植物生殖科学分野の国際的な優位性に本領域は立脚している。近年に
おいては、我が国における強みである顕微鏡技術をさらに深化させたライブセルイメージ
ング(マイクロデバイスを用いた細胞、組織培養技術を駆使した最先端イメージングテクノ
ロジー)、有機合成化学、構造生物学などの「ブレークスルーテクノロジー」との領域融合
的研究を展開・独創的なアイディアに裏打ちされた先導的科学分野を構築し、これを新種誕
生原理における「鍵と鍵穴」の研究の推進力としてきた。 
本領域の計画研究ならびに支援班における研究テーマは、それぞれに個別の現象を対象

にしながらも、伝統的に多くの研究者が結集し、世界をリードするものである。例えば、生
殖過程における自他認識機構である自家不和合性分野では、イギリス、アメリカ、カナダ、
フランスなどの複数の有力研究室との激しい競合のなか、我が国の研究室が常にフロント
ランナーであり続けている。我が国が世界をリードしてきた要因として、時代の変遷に対応
し、当時の最先端技術である、微量タンパク質精製・解析、糖鎖分析、質量分析、ゲノム解
析、ゲノムワイド発現解析などを遅滞なく取り入れてきたことにある。さらに近年では、領
域代表の研究に代表されるように最先端技術を自らが創成しつつ、異分野との共同研究グ
ループを形成し、研究テーマの優位性を揺るぎないものにしていることである。こうした我
が国における本分野の優位性を測る別側面の評価として、国際植物生殖学会(IASPRR)のプ
レジデントに領域代表が選出されていることが挙げられる。さらに、隔年で開かれる第 25 
回 IASPRR 年会を平成 30 に長良川国際会議場で開催することが決定しており、我が国の
プレゼンスをさらに高める好機であった。 
 
２．研究の目的 
本領域では、これらブレークスルーテクノロジーとの異分野融合研究を展開し、植物の生

殖過程を制御する「鍵と鍵穴」を分子・原子構造レベルで解明を目指す。その上で国際活動
支援予算を有効活用することで、我が国のプレゼンス、求心力向上に向けた「国際共同研究
拠点形成」の戦略的なモデル事業構築を行うことを目的とする。 
我が国の植物生殖科学研究が世界をリードしてきた背景には、本分野における長年の研

究継承・発展がある。特に、我が国では日本人の持つ手先の器用さ、我慢強さといった特徴
から、植物の生殖細胞・器官などの材料を純度高く丁寧に単離解析することが技術を開発し、
そのノウハウを継承してきたことに起因している。加えて、諸外国のすぐれた研究情報を漏
らすことなく収集することを通じて、国際的植物生殖科学研究におけるネットワークの中
心的立場を確立してきた。今後、これまで継承してきた世界的な情報を集約し、我が国独自
のアイディア、技術力をどれだけ迅速に国際情報発信できるかが、より重要な問題となる。 
こうした現状を踏まえて、本領域の国際的優位性・中心的立場をこれまで以上に強化し、

本領域の成果をトップジャーナルに成果発表するためには、より一層の国際的連携強化、さ
らには、我が国の研究者の研究成果のビジビリティーを向上させる事が要諦である。本領域
メンバーは、独自に培って来た研究テーマ、並びに、技術力を有しており、これらの先端成
果・アイディアを国際的な領域融合的共同研究を展開することにより、さらなる国際的優位
性、中心的立場の向上が可能となる。 

 
３．研究の方法 
領域代表が統括する総括班・国際活動支援班を戦略的に運営し、国際共同研究・国際連携

などを積極的に実施することにより、我が国に国際的ネットワーク中心を構築する。一方、
我が国が地理的に極東にあるため、欧州・米国との距離感が国際連携において問題視される
が、それをも打破する欧米との緊密な連携ネットワーク形成が今後、より重要になる。この
戦略的国際連携ネットワーク構築を通じて、本研究領域に対する我が国の国際的中心性・優
位性をより強固なものとすることができる。この戦略的な国際中心形成に向けて、国際活動
支援班内に「国際活動支援センター」を設置し、公募班を含めた領域全体としての国際的ネ
ットワーク構築・共同研究などを支援する。国際活動支援センター運営では、総括班内の異
分野融合研究支援センターによる国内共同研究との一体的運用を行い、効率化を図る。 
(1) 国際的研究中心の形成のための人材連携の構築・交流 
領域代表が所属する国際共同研究コア拠点の名古屋大学 WPI-ITbM 研究所では、毎年多

くの訪問者に加え、数名のサバティカル教員の受入体制が既に整備されている。このシステ
ムを活用し、海外卓越研究者を外国人サバティカル教員として受入れる。領域代表者・東山
が主宰した国際シンポジウムやワークショップ等の機会に WPI-ITbM 研究所を訪問した PI 
は 32 名にのぼり、複数の著名な PI がサバティカルを利用した訪問先として興味を示して



いる。外国人サバティカル教員は WPI-ITbM 拠点にとどまらず、領域班員の研究紹介から
国際共同研究に発展させ、戦略的共同研究体制を構築する。 
円滑な国際共同研究の推進に向け、博士研究員短期派遣、受入のための相互訪問を行う。

日本国内には新種誕生原理探求に適したフィールド調査地点が多数存在する。そこで、サン
プリング・解析を基盤とした国際ネットワークをチューリッヒ大学 —横浜市大・木原生物学
研究所に構築し、利活用する。他の国際共同研究の状況に応じて、大学院生及び博士研究員
の相互派遣を行う。 
(2) 海外拠点と若手研究者派遣 
新しい学術分野を世界的に推進するための国際活動支援センターとして、清水教授、Bode 

教授が PI を務めるスイス・チューリッヒ大学、スイス連邦工科大学チューリッヒ校を欧州
海外拠点とし、日欧相互に幅広い共同研究体制を構築する。博士研究員が渡欧し、PI との
有機的連携、共同研究を行う。北米海外拠点は、木下、赤木の共同研究相手である Comai 教
授、Fischer 教授を中心としたカリフォルニア大学デービス校、バークレー校とする。ここ
では、相互交流により、日本側は微細組織単離、培養技術を提供し、米国側からは日本側へ
のサーバーネットワークを介して、ゲノム解析の最先端情報統計科学技術・コンセプトを取
り込み領域内に還元する。 
(3) 効果的研究成果の情報発信戦略：国際的ビジビリティー強化 
国際活動支援班では、国内学会はもとより国際学会での成果発表と平行したトップジャ

ーナルへの論文掲載を重視する。特に注目すべき研究成果は、領域内で協議し、国際情勢分
析を進めつつ、論文発表と時期を合わせて国際学会で報告し、植物科学関係者、トップジャ
ーナル編集者にアピールする。その際、国際学会発表経験の多い領域代表・東山を中心にプ
レゼンス向上戦略を策定する。「科学コミュニティ活用」では、既存の学会運営へのコミッ
トにより、我が国における本研究成果のビジビリティー強化を図る。具体的には、領域代表・
東山がプレジデントを務める IASPRR 世界大会が、平成 30 年 6 月に日本で開催されるこ
とが決定しており、本学会運営と平行して、サテライトシンポジウムを開催し、国際的ネッ
トワーク、研究中心形成を行う。 

 
４．研究成果 
(1) 国際的研究中心の形成のための人材連携の構築・交流 
 最先端の植物研究を進める世界第一線の研究機関である米国 UC Davis やスイス
University of Zurich をはじめとする海外研究機関から、本領域の国際活動支援センター拠点
である名古屋大学 ITbM および横浜市大木原生物学研究所を中心に研究者を招聘し、国際共
同研究の発展に向けて活発な議論を交わした。また、本領域が開催する国際シンポジウムな
どに海外からの若手研究者や学生を積極的に招聘し、本領域を拠点とした次世代の若手研
究者の育成および国際ネットワークの形成を推進した。招聘した研究者・学生は 200 名を超
え、サバティカルでは 2 名の教授を名古屋大学 ITbM で受入れるなど、国際的研究中心の形
成を実現した。 
(2) 海外拠点と若手研究者派遣 
国際活動支援センターと北米拠点：エピジェネティクス研究において世界的に高い評価

を得ている UC バークレー校の R. Fischer 教授と木下班との間で強固な共同研究体制を構
築し、本領域の中核となる植物生殖の「鍵と鍵穴」に関して国際共著論文を発表した（PNAS 
2018）。また赤木らは UC Davis 校の L. Comai 教授、I. Henry 博士らと最先端情報統計科学技
術を取り込んだ国際共同研究を進め、例えば植物生殖の「鍵と鍵穴」において重要な位置付
けにある性決定遺伝子をキウイから単離することに成功し国際共著論文として発表した
（Plant Cell 2018；他）。 
国際活動支援センターと欧州拠点：異質倍数体の適応力研究と進化生態ゲノミクスに関

して世界的に高い評価を得ているスイス・チューリヒ大の KK. Shimizu 教授のもとへ瀬々ら
が滞在して活発な議論を行っている。またスイスおよび日本の両国に拠点を持つ Shimizu 教
授とは瀬々班、渡辺班とが頻繁に議論し、倍数体ゲノム研究における国際共同研究体制を構
築した。これらの活動によって共同研究が円滑に進み国際共著論文を発表した (Nature 
Plants 2017, Am. J. Mol. Biol., 2017；他)。また木下らは種子発芽のエピジェネティクス制御研
究において卓越した実績を持つスイス・ジュネーブ大学の L.L. Mollina 博士を横浜市大に招
へいして国際共同研究の議論を進め、成果を国際共著論文として発表した（eLife, 2017；他）。 
国際活動支援班の機能を活用した若手研究者の海外派遣も積極的に実施した。9 件、16 

名の若手研究者を海外派遣した。国際学会 TJPB2017（台湾）には 4 名の若手研究者を派遣
し、そのうち 3 名が Outstanding Poster Award を受賞した。International Symposium on Rice 
Functional Genomics（2019、台湾）には 3 名の学生を派遣し、うち 2 名が Best Poster Award 
を受賞するなど、若手研究者の国際的な活躍を促進できた。 
(3) 効果的研究成果の情報発信戦略：国際的ビジビリティー強化 
植物生殖とブレークスルーテクノロジーの融合を軸に新しい研究領域を開拓してきた本

領域は、国際的な植物生殖科学の潮流に重要な影響を与えた。2018 年度には、領域代表の
東山がプレジデントを、また計画班の木下がオーガナイザーを務める国際会議 The 25th 



International Congress on Sexual Plant Reproduction (25th ICSPR)を本邦開催した。本領域が共
催した。参加者は目標の 300 人を大きく超え 335 名で、そのうち海外からの参加者は 236 名
（約 30 か国）と参加者全体の 70%を越えた。本領域が、東山が招待講演を行ったセッショ
ンを共催セッションとするなど、本領域を大きくアピールできた。25th ICSPR の前後には、
本領域が大きく関わることで、名古屋大学 ITbM および横浜市立大学木原生物学研究所にお
いて、サテライトシンポジウムを行い、国際的プレゼンスおよび国際的研究ネットワークを
飛躍的に向上させた。例えば名古屋大学 ITbM では、国外から 75 名、国内から 51 名の合計
126 名を集め、2 日間にわたる国際会議「Frontiers & Future of Plant Reproduction Research」を
開催した。30 名を超える国外 PI が参加した。国外の多くの国（合計 17 ヵ国）から、選り
すぐりの世界トップレベルの研究者達や、そうした研究室で活躍する若手研究者らによる、
招待講演 9 件、ポスター発表 33 件があり、本領域と濃密な交流を行った。さらにその上で
国際植物生殖会議に臨んだことで、強いネットワークを構築することができた。国際植物生
殖会議にてポスター賞を受賞した 6 名のうち、4 名が本サテライトシンポジウムでポスター
発表した海外の若手であることからも、いかに選りすぐりの若手を集めることができたか
明らかである。他の 2 名は本領域の学生であり、得られた若手間のネットワークは将来に向
けた大きな財産であると言える。国際的ビジビリティーの飛躍的な向上、若手国際交流の飛
躍的な進展が認められた。 
さらに 2019 年には領域代表の東山がオーガナイザーを務める EMBO Workshop 

"Functional Live Imaging of Plants"を開催した（名古屋大学 WPI 拠点）。講師として選ばれた
先導的研究者、さらにイメージング実習受講者として選抜された優れた若手研究者および
博士大学院生 20 名を含む多くの研究者を国内外から集めるなど、成功に導いた。国際的ビ
ジビリティーも大きく向上した。本会議に付随して、公募研究班の丸山がオーガナイザーを
務める Joint Meeting for Young Researchers, "Frontiers in Imaging Probes and Technologies"も実
施した。EMBO Workshop のなかでも Practical course は今後の国際的な学術潮流を生み出す
ための実習を伴うワークショップであり、本領域の支援にて実験を伴うものとしては日本
で初めて開催されたことは大きな成果であると言える。 
 この他にも、領域代表の東山がオーガナイザーを務める国際シンポジウム Cold Spring 

Harbor Asia Conference : Plant Cell and Development が 2017 年 5 月に開催した。国際活動支援
班では総括班と連携してスポンサーセッションを実施し、領域の顕著な研究成果を発表し
た。植物生殖科学における主要メンバーが集結しており、また勃興するアジアの植物科学の
研究者も一堂に会しネットワーク形成を推し進めた。 
植物と動物のゲノミクス研究における国際的な中心会議である Plant and Animal Genome 

XXVI において、本領域の赤木が招待講演、辻がイネゲノミクスのセッションオーガナイザ
ーを務め、国際活動支援センターの支援により参画した。本領域の研究成果のビジビリティ
ーを向上させるとともに、先端的なゲノミクス研究者との強力な国際ネットワークを構築
した。また赤木が指導する学生の国際学会発表と渡航を支援し、本領域の若手が次世代につ
ながる国際経験を積むためのサポートを実施した。 
他にも、領域代表を中心としたメンバーによる合計 131 回の国際会議での基調講演・招待

講演や、合計 91 回の海外メディアでの発表により、社会的にも大きなインパクトを与えた。 
 
2020 年度からのコロナ禍においては、国際誌において複数の特集号を企画することで、

本領域の成果の発信とプレゼンス向上を図った。1) Frontiers in Plant Science “Mechanisms 
Supporting Successful Double Fertilization of Flowering Plants”、2) Plant and Cell Physiology 
“Advances in Plant Imaging Technologies”の２つを発刊した。25th ICSPR に合わせて刊行し
た特集号 Plant Reproduction “Plant Reproduction Research in Asia“と合わせて、プロジェク
ト期間中に 3 つの特集号を発刊したことになる。さらに、領域の研究成果の発信を促進する
ため、領域の研究活動に直接関係する国際共著論文を中心として、国際学術雑誌へのオープ
ンアクセス掲載料の支援を行った。 
 これら一連の支援をとおして、新たな国際共同研究のハブおよび植物生殖科学の世界的
中心としての地位を確立、当該分野における日本のプレゼンス向上に貢献した。 
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17th International Symposium on Rice Functional Genomics（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Higashiyama T.

Higashiyama T.

Moeko Sato, Yuki Sakamoto, Hidemi Kitano, Sachihiro Matsunaga, Hiroyuki Tsuji

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Biodiversity for Exciting Discoveries

Whither molecules for overcoming genome barriers?

Imaging and functional analysis of cytokinin signaling in the shoot apical meristem of rice during flowering

10.1038/nplants.2016.206

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A complex dominance hierarchy is controlled by polymorphism of small RNAs and their targets

Nature Plants 16206

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yasuda S., Wada Y., Kakizaki T., Tarutani Y., Miura-Uno E., Murase K., Fujii S., Hioki T.,
Shimoda T., Takada Y., Shiba H., Takasaki-Yasuda T., Suzuki G., Watanabe M., Takayama S.
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2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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17th International Symposium on Rice Functional Genomics（国際学会）

The 1st International Wheat Congress（国際学会）

The 1st International Wheat Congress（国際学会）

The 1st International Wheat Congress（国際学会）
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Yuka Miki, Kentaro Yoshida, Kazuhiro Sato, Shigeo Takumi

Nozomi Kasazumi, Moeko Okada, Kentaro Yoshida, Shigeo Takumi
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Asami Michikawa. Kentaro Yoshida, Moeko Okada, Kazuhiro Sato, Shigeo Takumi

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

RNA-seq-based polymorphisms in the section Sitopsis species reveal the origin of wheat B-genome chromosomes

Phenotypic variation and RNA-seq-based genome-wide polymorphisms in wild diploid wheat relative Aegilops umbellulata

Genome-wide marker development based on RNA sequencing of leaf transcripts in wild einkorn wheat

 ４．発表年

 １．発表者名

Functional analysis of OsEMF2a in rice endosperm development
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題
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The 11th Tri-National Arabidopsis Meeting（招待講演）（国際学会）

22nd Plant Biology Symposium: Plant Cell Dynamics（招待講演）（国際学会）
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International Symposium on Plant Receptor Kinases and Cell Signaling 2019（招待講演）（国際学会）
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Tetsuya Higashiyama

Tetsuya Higashiyama
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Tetsuya Higashiyama

Receptor-like kinases in plant reproduction

Live-Cell Analysis of Multi-Step Signaling in Pollen Tube Guidance

Key molecules of sexual reproduction identified by live-cell and synthetic-chemistry approaches

Key signalling molecules in plant reproduction: Re-discovery of a reproductive hormone
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Symposium Down Under: Mechanisms controlling plant reproduction（招待講演）（国際学会）

International Conference on Arabidopsis Research ICAR2018（招待講演）（国際学会）

Invited seminar in Gregor Mendel Institute, Vienna, Austria（招待講演）

Plant Genomes in a Changing Environment, Sanger Institute（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Key signalling molecules in pollen tube guidance

Cruising inside flowers: from cellular dynamics to key signaling molecules

DNA methylation dynamics in the rice shoot apical meristem

Visualization and manipulation of genomes in sexual reproduction

Tetsuya Higashiyama

Higashiyama T.

Higo A.
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HBMC (Horticulture Biology and Metabolomics Center) Symposium in Fujian Agriculture and Forestry University（招待講演）（国
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Invited semnar in Institute of Plant and Microbial Biology, Academia Sinica（招待講演）

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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 ２．発表標題

Higashiyama T.

Higashiyama T.

Tsuji H.

Higashiyama T.
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Plant and Animal Genome XXVII (PAG XXVII)（招待講演）（国際学会）

Taiwan Japan Plant Biology 2017（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Live-Cell Analysis of Signaling and Key Molecules in Plant Reproduction

DNA Methylation of the Transposable Elements Is Reconfigured at the Onset of the Reproductive Phase in the Rice Shoot Apical
Meristem

Live-Cell Analyses of Key Signaling Molecules in Pollen Tube Guidance

Dynamics and key signaling molecules of pollen tube guidance
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Cold Sring Harbor Asia Conference on Plant Cell and Developmental Biology（招待講演）（国際学会）

Seminar in University of California, Davis（招待講演）（国際学会）

Taiwan Japan Plant Biology 2017（招待講演）（国際学会）

Taiwan Japan Plant Biology 2017（招待講演）（国際学会）

Susaki D., Higashiyama T., Kinoshita T., Maruyama D.LURE1

Higashiyama　T.

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Synergid cell controls the destination of sperm cell discharge

Cellular Signaling and Dynamics in Pollen Tube Guidance

Live-Cell Study of Pollen Tube Guidance

Identification and characterization of the novel pollen-stigma recognition factors for unilateral incompatibility i Brassica
rapa.

 １．発表者名

 １．発表者名

Higashiyama　T.

Takada Y., Murase K., Shimosato-Ando H., Sato T., Nakanishi H., Suwabe K., Shimizu K.K., Lim Y.P., Takayama S., Suzuki G.,
Watanabae M.
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〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕
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植物新種誕生の原理 
http://www.ige.tohoku.ac.jp/prg/plant/
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 ２．発表標題

Taiwan Japan Plant Biology 2017（招待講演）（国際学会）

Seminar in The Plant Gene Expression Center (PGEC), University of California, Berkeley（招待講演）（国際学会）

Seminar in Carnegie Institution for Science（招待講演）（国際学会）
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Higashiyama　T.
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Possible contribution of a paternally expressed AP2-type transcription factor to early zygotic development in rice

Live-Cell Analysis of Pollen Tube Guidance to Identify Key Signaling Molecules

Live-Cell Analysis of Pollen Tube Guidance Reveals Key Signaling Molecules
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計9件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

Taiwan Japan Plant Biology 2017
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2017年～2017年
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EMBO Practical Course "Functional live imaging of plants"

Joint Meeting for Young Researchers -Frontiers in Imaging Probes and
Technologies-

The 25th International Congress on Sexual Plant Reproduction

Satellite Symposium of ICSPR at ITbM "Frontiers & Future of Plant Reproduction
Research"

Satellite Symposium of ICSPR at KIBR

SMBE Satellite Symposium at KIBR "Genomics and Modeling"

The 41st Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan, Symposium
“Cutting edge biology led by plant models”

Cold Sring Harbor Asia Conference on Plant Cell and Developmental Biology
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